
沖縄医報　Vol.62  No.2 2026

　「がん」の診療から「老年医学」への方向転
換を試みて 10 年目。日本老年医学会に入会し
老健施設管理医師なる資格を取得したあたりか
ら疑問が生じた。「老年医学」と「超老年医学」
は異なるのではないかと…。老年医学において
は「患者満足度」が診療の指標になるが、認知
症の合併等の関係で「超老年医学」においては
「家族満足度」が課題となる。
　勤務する老健施設は、名護湾が見渡せる高台
にあり、澄んだ青い海、澄んだ青い空が広がり、
その境界が明らかでないため神様は水平線なる
一線を設けられたのであろう。
　老健施設に入所の方々の平均年齢は約 90歳。
100 歳以上の方が常時数名。介護とリハビリに
よって穏やかな入所生活が今日も続く。「戦争」
「飢餓」等の報道にあふれる殺伐とした世相の
中で穏やかな療養生活の場が広がる。「天寿」
の意味を問い続ける時が流れる。
　このような穏やかな景色の中で、琉球の文化
を讃えた最近の貴重な書に出会った。新編「琉
球の人文」柳　宗悦著、宇田　智子解題、春秋
社出版である。
　まずもって書名にとまどった。「琉球の人文」
の「人文」をどう読むか。辞書や文献を検索す
ると「じんもん」「じんぶん」のいずれの読み
方でも良しとされていた。読み進む間に、歴史
的に観た沖縄（琉球）の人と文化に関する著者
の思いと憂いが綴られた書と理解した。独特な
沖縄（琉球）の人と文化。それも、地元の住人
は足元ゆえに気付いていない「人と文化」。
　著者の柳　宗悦（1889 年東京生まれ～ 1961
年逝去）は幾度も沖縄に足を運び、沖縄の独特
の文化を研究した足跡がある。日本の故事、伝

統が琉球の文化に溶け込み温存されていること
を指摘している。それに気づかない県民をあえ
て沖縄（琉球）人と称して貴重な文化の継承の
必要性を訴えている。
　沖縄の文化の検討で、特に美徳として祖先へ
の崇拝を指摘している。霊魂の実在を信じ、旧
盆の行事（迎え・もてなし・送る）に表現され
るように理屈ではなく、祖先との直接的な交わ
りがある。そうして、なによりも著しいその象
徴が亀甲墓に表現されるような墳墓にあると指
摘している。沖縄の文化の基礎は理論ではなく、
この祖先崇拝を美徳として保っていることにあ
ると指摘している。
　柳　宗悦氏の「琉球の人文」に再度、光をあ
てた宇田　智子さんは神奈川県出身で、那覇市
の第一牧志公設市場向かいで「市場の古本屋ウ
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ララ」を開店され、沖縄の歴史、社会、自然、
芸術と幅広く研究する中で「琉球の人文」の復
刊を実現された。宇田さんも「人文」という言
葉が気になったとのことであったが、私は沖縄
の方言で言う知恵（ジンブン）でいいのではな
いかと思うにいたった。
　医療の面では、沖縄には「長寿コブ」と称さ
れる良性腫瘍がある。医学用語では「弾性繊維
腫」と称され、主として背中、肩甲骨の下部に
多く見られるが、首、腕、胸腔内等、いたると
ころに発生する。良性であり、必ずしも治療（切
除）の対象にはならない。このコブを追いかけ

ると、中国大陸から東南アジア諸国、沖縄の離
島を経て、奄美大島、南九州へと分布し、民族
の流れを追うことができる。以前は東日本には
観られないコブであったが現在では全国各地か
らの報告がある。
　民族の流れとは異なり、文化は多方向からの
流入が考えられるが、日本古来の文化が沖縄（琉
球）の文化にしみ込んでいるとの指摘。今一度、
足元を見つめなおすことを促す書　新編「琉球
の人文」（春秋社）の一読をお勧めいたします。
今年の旧盆の行事も終え、現世と来世の間に水
平線の無い沖縄の文化の深い意味を求めて…。

沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課からのお知らせ

　沖縄県では、外国人観光客の医療問題に対応
すべく、多言語コールセンター（名称：おきな
わ医療通訳サポートセンター）を開設し、医療
機関向け①電話・映像医療通訳サービス②簡易
翻訳サービス（医療機関向け）③インバウンド対
応相談窓口（医療機関向け）をすべて無償で実
施しております。
　各医療機関におかれましては、是非、有効利
用下さいますようご案内申し上げます。

おきなわ医療通訳サポートセンター
について

0570-050-232
（26ヵ国語対応）電話・映像医療通訳サービス①

�時～��時・平日
okinawairyou-honyaku@bridge-ms.com

（19ヵ国語対応）簡易翻訳サービス②

0570-050-233
okinawairyou-soudan@bridge-ms.com
インバウンド対応相談窓口③

←詳細はこちらからご覧ください

【問い合わせ先】
 「おきなわ医療通訳サポートセンター」
 医療通訳サービス運営事務局
 （受託事業者：株式会社BRIDGE MULTILINGUAL SOLUTIONS）
  ☎ 0570-001-003 

��時間���日対応
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